
 

 

 

 

“1年の計は、元旦にあり” 

“志”をもって、明るく元気に 1年をスタートしましょう 

 

冬休み最後に、数年ぶりの大雪となりました。真っ白になった校庭には、子

どもたちが集まり、雪だるまをつくったり、雪合戦をしたりと楽しそうな姿が

見られました。 

2022 年（令和４年）がスタートしました。今年の干支は、壬寅（みずのえとら）です。干支は、

｢十干（じっかん）｣の「甲（きのえ）・乙（きのと）・丙（ひのえ）・丁（ひのと）・戊（つちのえ）・

己（つちのと）・庚（かのえ）・辛（かのと）・壬（みずのえ）・癸（みずのと）」と、「十二支」の、「子

（ね）・丑（うし）・寅（とら）・卯（う）・辰（たつ）・巳（み）・午（うま）・未（ひつじ）・申（さる）・

酉（とり）・戌（いぬ）・亥（い）」を組み合わせたものです。つまり十干の「干」と十二支の「支」

で「干支（えと）」となります。十種類の十干と、十二支の組み合わせは、60種類。60才の還暦にな

ったときに、生まれたときの干支に戻り一巡することになります。寅年と十干との組み合わせは、甲

寅（きのえとら）・丙寅（ひのえとら）・戊寅（つちのえとら）・庚寅（かのえとら）・壬寅（みずのえ

とら）の 5つです。それぞれに特徴がありますが、今年の「壬寅」は、優しいトラを表すとのこと。

互いに優しい心で接し、穏やかな 1年になるといいですね。 

 始業式では、十二支の話と、“1年の計は、元旦にあり”について話しました。1年の初めに、これ

までの自分を振り返り、今年は、「こんな自分になりたい」「こんなことを実行したい」という志（思

い）をもつことは、とても大切なことです。「友だちに優しくする」「あいさつをしっかりする」「毎

日帰ったらすぐ宿題をする」といった、日々のことや、先を見通し、将来の夢に向かって今、何を実

行するかといったことを思う場合もあるでしょう。 

 コロナ禍で思い通りに行かないことや、思ってもみなかったことが起こるここ数年ですが、それ

でも、どんな自分になりたいか、未来に向けて今年をどのように過ごしていくか、思う機会をつくる

こと、言葉にしたり、書いて掲げたりすることで、子どもたちの心に夢と希望が生まれることでしょ

う。ご家庭でも話し合ってみてはいかがでしょうか。 

 保護者の皆様、今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大鋸の 

２０２２ (令和４)年１月１２日 

藤沢市立大鋸小学校 

校長 一瀬 今日子 

引き続き 健康調査票の記入を確実にお願いいたします 

 年末から、神奈川県内でもコロナウイルス感染症患者数が増加しています。引き続きのお

願いですが、児童本人と、ご家族の健康状態について、調査票への記入を確実にお願いいた

します。 

 子どもによっては、記入されてないことに気付かず、遊びに行ってしまう場合があります。

保護者の方が記入後、記入してある欄を見ながら、記入してあることと、自分の健康状態に

関心が持てるよう、お子さんと一緒に確認してくださるようお願いします。忙しい朝ですが、

どうぞご協力お願いいたします。 



１月行事予定     

日 曜日 行事予定 日 曜日 行事予定 

１ 土 元日 16 日 校庭開放（午前） 

２ 日  17 月 Ｍ 4年計測 

３ 月  18 火 5年サーカス鑑賞 3年計測 

４ 火  19 水 Ｍ 2年計測 委員会活動 3・4年お話会 

５ 水  20 木 SC 1年計測 

６ 木  21 金 Ｍ 6年お別れ遠足 

７ 金  22 土  

８ 土  23 日  

９ 日  24 月 Ｍ 新 1年生説明会    書き初め展 

10 月 成人の日 25 火 SC 3・4年地域めぐり 

11 火 SC ３学期始業式 26 水 Ｍ クラブ(4年クラブ見学) 1・2年お話会 

12 水 Ｍ FLT  27 木 SC   

13 木 SC FLT 給食開始 6年計測 PTA運営員会 28 金 Ｍ 4年オペラ鑑賞 

14 金 Ｍ FLT 3年市内めぐり 5年計測 29 土 校庭開放（午前） 

15 土  30 日  

   31 月 Ｍ 

※ Ｍ…モジュール授業、ＳＣ…スクールカウンセラー来校 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

校内書き初め展 

1月 24日（月）～1月 28日（金） 

  〈15:30～16:00〉 

 各教室前廊下に子ども 

たちの作品が掲示され 

ています。是非ご覧ください。 

 各学年の昇降口にある受付簿に記名の

上、お入りください。 

 

 ◆体調をご確認の上、ご来校ください。 

 ◆マスクの着用、昇降口での手指消毒に

ご協力ください。 

  

 

 

 

 

 

２月の主な行事予定 
１日（火）4年サーカス鑑賞 

２日（水）委員会活動 6年薬物乱用防止教室 

     PTA運営委員会 

８日（火）先生方研究会のため全校 4時間授業 

９日（水）保健朝会 

10日（木）6年授業参観 

     6年日光保護者説明会 

15日（火）5年授業参観 

16日（水）クラブ活動 

17日（木）3・4年授業参観 

22日（火）1・2年授業参観 3年サーカス鑑賞 

24日（木）6年修学旅行事前健診 

25日（金）学校評議委員会 

          

 
【学校教育目標】 「自らの体験を通して 伸びようとする子どもの育成」 
【めざす子どもの姿】 元気な子 よく考える子 ねばり強い子 思いやりのある子 

 

《今年度スローガン》“あいさつ”でつながろう 大鋸小 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               戦争体験講話     12月 21日（火）6 年生 

 ６年生の総合的な学習の時間で、元大和市戦没者遺族会会長の飯田恭久さんをお招きし、

お話を伺いました。一部紹介いたします。 

「私は、1934年（昭和９年）東京生まれ、現在 87才です。戦況が厳しくなった 1944年、

小学校 4年生の時に、画家であった父も満州に召集され、終戦後シベリアに抑留されその地

で亡くなったと、後に知らされました。 

 父が召集された同じ年の 7月、学童疎開で静岡県の寺に集団疎開をしました。子どもたち

は、未来の日本を支える宝なので、なんとしても命を守らねばということです。親戚の家に

疎開する縁故疎開も６割くらいはありましたが、学童疎開は、親や兄弟（姉妹）とも離れて

の疎開です。疎開が決まったとき、妹たちは、『明日からお兄ちゃんいなくなっちゃうんだ

ね』『そうだね』という言葉を交わしましたが、子どもなので、どのような状況になるかの想

像もできず、軽い気持ちでした。男女別の教室で、男子 35人の教室。国からもらった布団、

全員一緒の茶色の国民服を着ていました。金のボタンは、武器にするために拠出し、代わり

にガラスのボタンが配られました。夜になると、初めは泣いている友だちもいましたが、そ

れも２～３日で終わり、あとは毎日元気に遊んでいました。友だち同士、たまには喧嘩もし

たけれど、殴ったり、いじめをしたりすることはけっして無く、『早く大きくなろうぜ』と、

励まし合っていました。妹たち２人が母と一緒に静岡に面会に来て、お土産に、大豆の煎っ

たものを一合ほど持ってきてくれました。でも、一人でそれを食べるのではなく、先生に渡

して公平に分けて食べました。母や妹たちの顔を見ても、決して帰りたいなどとは言いませ

ん。その後、一緒に行った担任の先生も戦争に召集され、戦死してしまいました。 

 1945年（昭和 20年）３月。東京大空襲があると、東京を狙った爆撃機が、静岡上空で残っ

た爆弾を落とす可能性があるということから、静岡も危うくなり、青森へ再疎開となりまし

た。青森で４ヶ月ほど過ごした８月。終戦となりました。 

 一番辛かったのは、食べるものが無かったことです。いい時で、サツマイモご飯（ほとん

どがサツマイモ）。味噌汁に麦の粒が少し入った雑炊がほとんど。お腹がすいて、夜中にこっ

そり畑のサツマイモを生のまま食べ、先生もいけないことと分かっていましたが、見てみな

いふりをしていました。満腹感を得るために、50回噛みなさいと言われました。秋になる

と、赤とんぼやイナゴを串刺しにして、火にあぶって食べました。羽根と尻尾が焼け落ちる

と食べ頃。ミカンやリンゴのまだ若いものも、木からもぎって食べました。 

お腹がいっぱいになるということは、なんと幸せなことか。何でも贅沢を言わないで食べ

ると、立派な人間になります。そして、みなさんに伝えたいことは、まず、勉強に励んでく

ださい。そして、我慢強く立派な人になってください。」 

 飯田さんの、教科書には載っていない実体験を、６年の子どもたちは、メモを取りながら

熱心に聞き入っていました。その後の感想では、「目の前に当たり前にある食事に感謝しよう

と思った」「今に生まれてよかった。この体験を語り継いで行かなければならないと感じた」 

「疎開中、お母さんに会うこともできず、自分だったら悲しい」等、子どもたちの心にたく

さんの思いが残ったようです。私たち大人は、「戦争は、絶対に繰り返してはならない」 

ということを、このような体験を通して、子どもたちの心に残していく義務があるというこ

とを、改めて感じました。 

 



 


